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■今日の流れ 

1.   9:20~10:00 - オリエンテーション 

2. 10:00~11:30 - シミュレーション訓練 

3. 11:30~12:30 - 休憩（ランチ） 

4. 12:30~14:00 - 振り返り 

5. 14:00~14:15 - 休憩 

6. 14:15~15:00 - 共有 

7. 15:00~16:00 - 講師講評（質疑含む）鈴木光 

8. 16:00~16:30 – 講師講評 岡本真 
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■本プログラムの特徴と目的 
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東日本大震災の経験（と以前からの備え）への依拠 
東北大学附属図書館 
東北学院大学中央図書館 
宮城県図書館 
東松島市図書館ほか 

防災専門家による監修 

鈴木光（総務省消防庁防災図上訓練指導員、防
災ファシリテーター） 
T-メソッド（自治体危機管理研修所）の参照 

リアルなシミュレーション体験による備えの不足への気づき 

＋ 

気づきに基づく各図書館での備えの充実 
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■訓練の前提（地震） 
●発生日時：2013年11月27日（水）10:00 
●地震の規模：宮城県北部を震源とする直下型地震（M7.9 ）相当 
●図書館の所在地：宮城県仙台市（ココです！）。 
●津波：津波の恐れはなし 
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■訓練の前提（公共図書館） 

単独の施設として都市部に立地する小規模な公共図書館（分館あり） 
職員数：5名 

常勤3名、非常勤2名 
館長（1）、司書（2）、カウンター担当（2名） 

利用者数：20名 
図書館蔵書規模：開架2万点、閉架18万点 
図書館面積：2000平米（1階1200平米、2階800平米） 
図書館施設：2階 
図書館常備品：ヘルメット（3）、懐中電灯（2）、救急箱（1）、軍手（5） 
 ※いずれも事務室に常備 
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■訓練の前提（公共図書館） 
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■地震イメージの共有 

震度階級 人の体感・行動 屋内の状況 屋外の状況 

5 

ほとんどの人が驚く。歩い
ている人のほとんどが、揺
れを感じる。眠っている人
のほとんどが、目を覚ます。 

電灯などのつり下げ物は大きく揺れ､棚にある
食器類は音を立てる。座りの悪い置物が、倒
れることがある。 

電線が大きく揺れる。自動車を運転し
ていて、揺れに気付く人がいる。 

5弱 
大半の人が、恐怖を覚え、
物につかまりたいと感じる。 

電灯などのつり下げ物は激しく揺れ､棚にある
食器類、書棚の本が落ちることがある。座りの
悪い置物の大半が倒れる。固定していない家
具が移動することがあり、不安定なものは倒
れることがある。 

まれに窓ガラスが割れて落ちることが
ある。電柱が揺れるのがわかる。道路
に被害が生じることがある｡ 

5強 
大半の人が、物につかまら
ないと歩くことが難しいなど、
行動に支障を感じる。 

棚にある食器類や書棚の本で、落ちるものが
多くなる。テレビが台から落ちることがある。固
定していない家具が倒れることがある。 

窓ガラスが割れて落ちることがある。
補強されていないブロック塀が崩れる
ことがある。据付けが不十分な自動販
売機が倒れることがある。自動車の運
転が困難となり、停止する車もある。 

6弱 
立っていることが困難にな
る。 

固定していない家具の大半が移動し、倒れる
ものもある｡ドアが開かなくなることがある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破損、落下す
ることがある。 

6強 
立っていることができず、は
わないと動くことができない。
揺れにほんろうされ、動くこ
ともできず、飛ばされること
もある。 

固定していない家具のほとんどが移動し、倒
れるものが多くなる。 

壁のタイルや窓ガラスが破損、落下す
る建物が多くなる。補強されていないブ
ロック塀のほとんどが崩れる。 

7 
固定していない家具のほとんどが移動したり
倒れたりし、飛ぶこともある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破損､落下す
る建物がさらに多くなる。補強されてい
るブロック塀も破損するものがある。 

出典：気象庁ＨＰ 
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■地震イメージの共有 

http://www.youtube.com/watch?v=Nx7_7X-zBiI 
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■地震イメージの共有 

筑波大学附属図書館 Some rights reserved 

http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream 
http://savemlak.jp/ 

http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://savemlak.jp/


■地震イメージの共有 

筑波大学附属図書館 Some rights reserved 

http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream 
http://savemlak.jp/ 

http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://www.flickr.com/photos/univtsukuba_lib/5615895974/in/photostream
http://savemlak.jp/


■訓練のルール（方法） 

訓練の想定をナレーターが適宜読み上げていきます。その内容を前提と
して、その時の対応を各班で検討して頂きます。 
時間進行 

訓練時間は、実際の時間と同様に進行します。 
アクションカード 

ナレーションに従い、ナビゲーターが各班に封筒を手渡し、各班で開
封する。 

役割の決定 
図書館館長（管理職）1名 
図書館司書（一般職）2名 
カウンター担当（非常勤）2名 

各班で進行役（館長）を決めてください。館長は記録役を決めてください。 

記録役は、これからのシミュレーション訓練での自分の班の行動を模造
紙や付箋を使って記録してください。 
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まもなく訓練開始です。 
 
訓練の前提や役割を 
 
みなおしてください。 
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シミュレーション
訓練開始 

http://savemlak.jp/ 

http://savemlak.jp/


訓練 

緊急地震速報 
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宮城県で地震 強い揺れに警戒 
 

宮城 山形 岩手 秋田 福島 
 
 

× 
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訓練 

テレビ画面 
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10:03 

訓練 

こちらは防災センターです。 
ただいま非常に大きな地震が発生しました。 
本施設を含む県内一帯で震度6強を観測し
ています。 

館内の方は、余震の発生に注意しながら、
安全を確認して、慌てずに建物の外に避難
してください。 
この近隣の広域避難所は勾当台公園です。 
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10:15 

訓練 

こちらは防災センターです。さきほど非常に
大きな地震が発生しました。 

まだ、建物内に残っている方は、余震の発
生に注意しながら、安全を確認して、慌てず
に建物の外の広い場所へ避難してください。 
この近隣の広域避難所は勾当台公園です。 
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10:20 

訓練 

こちらは防災センターです。さきほど非常に
大きな地震が発生しました。 

まだ、建物内に残っている方は、余震の発
生に注意しながら、安全を確認して、慌てず
に建物の外の広い場所へ避難してください。 
この近隣の広域避難所は勾当台公園です。 
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10:30 

訓練 

こちらは防災センターです。 

建物の外の広い場所に避難したら、各施設
の責任者は、現在、判明している状況を防
災センターに報告してください。 
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10:50 

訓練 

こちらは防災センターです。まだ余震が続い
ています。 

また、県内の一部地域で火災が発生してい
ます。 
交通機関は全面的に停止している模様です。 

なお、この地震による津波の恐れはありませ
ん。 
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11:00 

訓練 

こちらは防災センターです。気象庁の発表によると、引き続き大きな余震が発生
する可能性があるとのことです。建物の中には絶対に入らないでください。 
 

こちらは防災センターです。現在までの情報を総合すると、皆さまの帰宅には相
当な困難が予測されます。無理に帰宅しようとせず、収容避難所である立町（た
ちまち）小学校に避難してください。立町（たちまち）小学校は耐震設計が十分に
なされており安全です。慌てずに中央高校に移動してください。 
 

こちらは防災センターです。いま伝えましたように、帰宅せずに立町（たちまち）
小学校に避難してください。 

http://savemlak.jp/ 

http://savemlak.jp/


11:10 

訓練 

こちらは防災センターです。 
 

立町（たちまち）小学校に避難したら、各施
設の責任者は、現在、判明している状況を
防災センターに報告してください。 
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休憩 
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振り返り 
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共有 

http://savemlak.jp/ 

http://savemlak.jp/


26 

■講評1. 

鈴木光 
（総務省消防庁防災図上訓練指導員、 

防災ファシリテーター） 
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■講評2. 

岡本真 
（saveMLAKプロジェクトリーダー） 
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以上で本プログラムは終了です。 
 

本プログラムは、クリエイティブ・コモンズ・
ライセンス「表示 - 継承 2.1 日本 (CC BY-
SA 2.1)」に基づき利用できます。 
 

各施設でのより現実的な訓練にお役立てく
ださい。全資料をsaveMLAKサイトで公開し
ます。 
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